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　地元選手が活躍することは、大会を盛り上げ、県民のスポーツに対する関心を向上させます。
　また、全国から集う選手はもちろん、競技役員やゲームズメーカーなど大会に関わるすべての人
が、それぞれ与えられた場所で最高のパフォーマンスを発揮することが大会の成功につながります。
　みんなが最高の力を発揮できるよう、施設やシステムなどのユニバーサルデザイン化をはじめ、
ハード面・ソフト面の環境整備を行います。

具体的な取組例

アスリートやスタッフが最高の力を発揮できる環境をつくる
取組項目 2

・ 地元選手の競技力向上
　大会を契機に、地元選手の競技力の向上を図るため、中長期的な視野に立って選手の育成強化を
　行うとともに、指導者の養成などを計画的に進めます。

・ 施設の有効活用
　既存施設の最大限の利用と大会後の有効活用のため、機能性・利便性向上のための整備に取り組みます。

・ 受け入れ環境の充実
　佐賀県を訪れる選手たちが、持てる力を十分に発揮できるよう、快適な宿泊やスムーズな輸送環境
　の提供に取り組みます。

・ ボランティアの育成
　大会のスムーズな運営やスポーツ環境の充実のため、ボランティアの育成システムの構築を図ります。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

　多くの観客の声援を受けて競技できることは、選手の励み、喜びにつながります。
　一方、多くの人が会場を訪れ、直接国内トップレベルの競技を観戦していただくことで、それを体
験した人たちの生涯にわたるスポーツ実践の第一歩となることが期待されます。
　このことから、大会そのものや大会周辺のイベント等について、その魅力を伝えたり充実させるこ
とにより、県内外の多くの人が行きたくなる、観たくなる、魅力ある大会としていくことが大切です。

具体的な取組例

たくさんの観客が楽しめる環境をつくる
取組項目 3

・ 地元選手の情報発信
　県民の郷土代表選手に対する関心を高め、応援をサポートするため、地元選手の情報などを積極的に
　発信します。

・ 周辺イベントの充実
　大会の開催に併せて、多くの人が楽しむことができるスポーツや文化イベントを計画します。

・ 大会会場のユニバーサルデザイン化
　観客にとっても使いやすく、快適な環境にするため、施設などのユニバーサルデザイン化を図ります。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など
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